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	スライド 1:    高度化した先端技術を使いこなし、多様な他者の価値観や特性の差異、世界的な環境の変化等と協調して、これまで経験したことのない様々な課題を主体的に解決していくことのできるグローバル人材の育成を目指し以下の目標を設定します。   　Communication 　　多様な他者との主体的な「コミュニケーション」により       ｢自分のよさや可能性を探究する」とともに「あらゆる       他者を価値のある存在として尊重」することができる  　 Collaboration 　　多様な他者との
	スライド 2

